
 

令和８年度神奈川県立高等学校等使用教科用図書採択方針 

 

 

 令和８年度に神奈川県立高等学校及び神奈川県立中等教育学校の後期課程（以下「高等

学校等」という。）において使用する教科用図書（教科書の発行に関する臨時措置法（昭

和23年法律第132号）第２条第１項の規定による教科書をいう。）の採択に関し、その方

針を次のとおり定める。 

なお、採択の手続きに関し必要な事項については、この方針に基づき、神奈川県教育

委員会教育長が別に定める。 

 

１ 各高等学校等のスクール・ポリシーのうち「育成を目指す資質・能力に関する方針」

及び「教育課程の編成及び実施に関する方針」並びに各教科の目標に基づいて、十分

に教科用図書の調査研究を行い、生徒、学校及び地域の実情を考慮して採択する。 

 

２ 文部科学大臣が作成する高等学校用教科書目録（令和８年度使用）のうちから採択す

る。 

 

３ 採択に当たっては、公正の確保に留意する。 

 

臨教第19号議案関係
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【補足】 

 文部科学省が指定する「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」にお

いて、教育課程の特例が認められた科目で過年度使用していた教科用図書

については、文部科学大臣が作成する高等学校用教科書目録（令和８年度

使用）のうちから採択することによらない特例を認めることとする。 

 令和７年６月 26 日（木）に文部科学省教科書課に確認。 
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〔 ４ 月中旬〕 教育委員会

採択方針の決定

４
月

〔 ５ 月初旬〕

採択手続要領決定・ 送付

～

〔 ５ 月末～６ 月中旬〕
「 教科用図書の調査研究の結果」 公開

〔 ～４ 月末〕

教科書目録の
作成・ 送付

〔 ５ 月〕
第１ 回教育課程説明会( 副校長ま たは教頭対象)

教科書採択事務手続の説明

需要数確定

使用希望教科書の
調査・ 確認

〔 ８ 月上旬〕

教科書調査委員会

再提出

確認・
修正

８
月

使用希望教科書の
調査研究

再確認

〔 ６ 月〕
教科書事務執行
管理シス テム

公開

７
月

〔 ６ 月～７ 月上旬〕
教科書事務執行管理シス テム

配付・ 報告依頼

選定等に問題
がある 場合は
修正を 依頼

〔 ７ 月末～８ 月初旬〕

需要数仮報告
需要数集計・ 確認

〔 ８ 月中～下旬〕

教育委員会

使用教科書の
採択・ 決定

９
月

〔 ９ 月初旬〕

使用教科書採択・ 決定の通知

〔 ９ 月16日ま で〕 需要数報告

〔 ９ 月上旬〕

公正確保調査報告
回答の集約

神奈川県立高等学校等使用教科書採択関係図（ 令和８ 年度使用教科書）

文部科学省 県教育委員会（ 教育局） 高等学校等

〔 ３ 月下旬〕

公正確保の徹底等
について（ 通知）
採択事務処理に
ついて（ 通知）

使用希望教科書選定

〔 ７ 月上旬〕

使用希望教科書報告
「 選定一覧」

「 選定理由一覧」

教科書選定会議
（ 議長： 学校長）

教科書の調査研究

〔 ６ 月〕 見本本閲覧
教科書センタ ー等に
おける 教科書展示会
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令和８ 年度使用教科書選定理由一覧

地域 横浜東部 学校番号 1 学校名 鶴見高等学校

課程 全日制 校⾧ 田代　 武 電話番号 045-581-4692

種目 1 現代の国語 発行者 2 東書 教科書記号・ 番号 902  現国 使用学年 1

書名 精選現代の国語

東書「 精選現代の国語」 、 三省堂「 精選 現代の国語 改訂版」 、 大修館「 新編 現代の国語 改訂版」 の３ 点に絞り 、 それぞれ
の特徴を比較検討し た。 作品と 関連し たテーマを掘り 下げて解説する コ ラ ムが充実し ており 、 思考力、 判断力、 表現力を高め
る と いう 点から 東書「 精選現代の国語」 を優れている と 判断し た。 また東書「 精選現代の国語」 は、 キーワード 解説が詳し
く 、 使用さ れている 漢字の難易度や慣用表現が、 本校生徒に適し ており 新たに選定する こ と と し た。
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令和８ 年度使用教科書選定理由一覧

地域 横浜東部 学校番号 4 学校名 神奈川工業高等学校

課程 全日制 校⾧ 片受　 健一 電話番号 045-491-9461

種目 106 [専門]工業 発行者 7 実教 教科書記号・ 番号 701  工業 使用学年 1

書名 工業技術基礎

教科書目録に掲載さ れたも のは実教「 工業技術基礎」 １ 点のみだが、 幅広い分野の内容が学習でき 、 特に実験・ 実習の記録
法、 レポート 作成法、 プレゼンテーショ ンの方法等の記述が丁寧で、 図や写真が多く ２ 色刷り で視覚的理解への配慮がある 。
ま た、 事故防止や安全基準についての内容が豊富であり 、 デジタ ルファ ブリ ケーショ ンなどの最新のも のづく り に関する 記載
も ある ため、 本校生徒の学習に適し ている と 判断し 、 実教「 工業技術基礎｣を継続し て選定し た。
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